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Abstract : Popular marathon races are held in various places. Success of those races' 
depends on the number of participants， which is qreatly influenced by that of runners 
who repeat participation. The purpose of this study is to clarify the factors which 
affect repeated participation by comparing those runners who have a will to participate 
in races repeatedly and those who do not. 
The subjects of this study were drawn from 6082 participants in the 16th Fukui 
Marathon， and 2425 runners (39.9% of the participants) were examined. The subjects 
were divided into two groups ; the" repeater group" (1474 males and 474 females) who 
woul like participate in future races， and" non-repeater group" (275 males and 203 
females) who did not decide whether they would participate in future races or did not 
intend to participate in the future. 
As a result of this survey， clear differences between the two groups were found. The 
" repeater group" finds running pleasant， has a good knowledge of running， takes a 
positive and independent attitude toward running and realizes the significance of 
participation. On the other hand. the" non-repeater group" does not take daily exercise. 
does not have a positive attitude toward running and participated in the race on other 
peoples advice. 
It can be concluded that realization of the significance of running and a positive. 
independent attitude are deciding factors in repeating participation. 
Key Words : popular marathon， jogger. runner. repeating participation 
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1. 目的
近年各地で，大衆マラソンとか，健康マラソンとか呼ばれているロードレース大会が盛んに
行われている1)5) 7)口これらの大会は，人々の健康や走ることに対する多様な価値観や要求に
よって支えられている 2) 6) 8) 9) これら大会の成功は，参加者数に大きく依存しており，その
参加者数は，継続的参加者の増加に大きく左右される 3) 4)口
今研究の目的は，継続的参加の意志がはっきりしている者と不明確な者の両群聞の意識およ
び実態を比較し，大衆マラソンの継続的参加に影響する要因を検討することである口
2.方法
調査対象者は第16回福井マラソンの申込者6082名であった口これらの申込者に，大会の約 l
週間前に調査用紙を送り，大会当日回収したO 有効回収者は2425名(回収率39.9%) で， これ
らについて男女別に分析した。
分析対象者は，調査による今後の大会への参加意志によって，できれば今後も参加したいと
答えた「参加明確 (RP)群:1547名」及び今後参加するかどうかわからない及び参加するつ
もりはないと答えた「参加不明確 (UP)群:478名」に分類しました口
表Iは男女別各群の内訳である O
これら両群の意識と実態を
把握するために，人口統計的
要因，地理的・生活環境的要
因，スポーツ適性・スポーツ
行動的要因，ジョギングの実
施に関する要因，マラソン大
会参加に関する要因から36項
目を選択し，これらの項目に
ついて調査した口また， これ
ら両群の違いを明らかにする
ため，男女別に各項目につい
表 1 今後の大会参加意志別に見た対象者の内訳
群 今後の参加意思設問内容 男子
参加明確群
①できれば参加したい 1473 
RP群
②続けて参加するかどうか
参加不明確群
わからない 275 
UP群
③参加するつもりはない
女子
474 
203 
て両群聞における度数の差の検定を行った口検定はカイ二乗検定で行い，有意水準 5%を*.
1%を**で示した。
3.調査結果の概要と考察
3. 1 人口統計的要因，地理的・生活環境的要因及びスポーツ適正・スポーツ行動的要因に
ついて
表2は人口統計的要因，地理的・生活環境的要因及びスポーツ適正・スポーツ行動的要因の
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各項目について，男女別の 2群聞のカテゴリ一度数の差異の検定結果である O
表2.各質問項目における参加意思捌カテゴリ一度数の差異の検郡吉果
要因 NO.項目名
人口臨十 L年代
時翻 Z職業
a居注地域
4朝食の有者聖
E食事量
地理的・ 6.食事に対する配慮
生活環境 1食べ物の好き嫌い
官軍国 a栄養面での配慮
a醐E時間
10.起床時間
11自由時間
スポー ツ 12.自節鳴康評価
適性・ス は健康に対する心掛け
ポー ツ行 14.体力に対する自信
動官接因 15.スポー ツの腕前
施行ソ:次会以外のi聾鰍況
注)値はX2 {直を表す，本:PくO.白，排:p.く0.01
人口統計的要因に関し
ては，男女とも全ての項
目に統計的に有意な差が
認められた。
図1は参加者の年代に
ついての群別のカテゴリー
〔男性)x Z=133.73柑
参加明確群
(R P群)
参加不明確群
(UP群)
男性 女性
133.73柑 臼.83帥
38.07柑 17.田林
26.お耕 Z2.52材
41.81時 11.日持率
7.71 2.98 
19.04柑 5.89 
33.09時 21.却材
18.00柿 14.14* 
0.43 2.日
20.部材 6.関本
1. 71 1.回
69.45帥
25.75結 21.4料
107.23柑 お.部材
38.21柑 9.06 
103.03神 お.~持率
度数の割合(%)である。
男子の明確群の約半分，
女子では 3分の 1を40歳
以上が占めた。
10 20 30 40 50 60 70 80 90100(%) 
また， 20歳代以下の参
加不明確群は，男子約71
%，女子約58%で， 40歳
以上の参加明確群は男子
94%女子89%であるとい
う報告10) もある。
〔女性)x Z=64. 8.'3* 
参加明確群 1111 
(R P群) 山山
参加不明確群 川111111
(UP群) 山山幽
• 1
。10 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0 (%)
111: 1峨 lt霊法織凡口:ヨ鴻代，日:4晴代
.:5輔氏務:日満代，男性では60;議代に7晴代を
含め，女性では日歳代に6儲長代を含めた，料:Pく0.01
図し年代についての劉I慮思群別のカテゴリ一度数の寄治
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このように，男女とも参加明確群が不明確群より年代の高い参加者の市める割合が高い傾向
がみられた。これは，中高年齢者の中に固定的マラソン愛好者が多いためと推測される則。
地理的・生活環境的要因では，男女の 5 食事量 9 睡眠時間， 11:自由時間の項目及び
女性の 6 食事に対する配慮の項目以外の項目に統計的に両群聞に有意な差が認められた口
図2は住居地域につい
ての男女別の両群のカテ
ゴリーの度数の占める割
合(%)である口参加者
の住居地域は，福井市内
が最も多く，男女とも約
半分を占め，次いで，嶺
北，県外，嶺南の}I買であっ
た。男女とも明確群が不
明確群より県外在住者の
占める率が不明確群より
高い傾向にある口これは，
県外まで出かけるような
積極的姿勢の結果と思わ
れる O
また男女において，明
確群は不明確群に比べ，
食べ物の好き嫌いも少な
く，栄養面で配慮し，朝
食をきちんと摂り起床時
間も一定している傾向が
認められた。しかし，睡
眠時間，自由時間には差
は3Eめられなかった。
よって，一般に，運動
の継続的参加ができない
理由の一つに，時間がな
いことが挙げられるが，
大会の継続的参加には時
間は余り関係がないと推
(男性)ド=26.お林
参加明確群
(R P群) 1. 
参ザ?喜子 i1111111I111111!11111I1111111I 】
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(ï~) 
マT2野 l1111111111111111111111111
参楕理子 |111111111111111111111111
??
io 20 30 40 50 60 70 80 90 100伐)
111 :福井市内.....福井市内以外の嶺北
口:嶺南地域..:県外，特:Pく0.01
図2.居住地域についての参加慮思若手別のカテゴリ一度数の割合
???????
?
?
?
?
?
?
?
?
lijii 
iH:義援護週… ?
?????
?
????? ?〔
参加不明鱗 1111 
(U P群) 山山
ー
102030405060708090100(%) 
11いある少しある，口:どちらともいえない，
fi;:あまりない..:全然ない，制:Pく0.01
図3.体力に対する自信についての参加意思群別のカテゴリー
度数の寄治
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測される。また，生活を正し，栄養に気を配るなどの姿勢も継続的参加の要因と推測された。
スポーツ適性・スポーツ行動的要因のでは，女子の15:スポーツの腕前を除く全ての項目に，
男女とも明確群と不明確群のカテゴリ一度数の占める割合に有意な差が認められた口
図3は「体力に自信があるか」という質問に対するカテゴリ一度数の占める割合である口全
体では体力に自信がある，少しあると答えた者の割合は，明確群は男子約70%.女子約60%で
あるが，不明確群では男女とも約40%と少なく，また，体力があまりない・全然ないが明確群
より不明確群が多い傾向にあった口
健康感では，明確群が健康であると感じている者の割合が高く，健康のために休養より適度
な運動に心がけている者の割合が高い傾向にあった。
図4は，マラソン大会以外の日頃の運動実施状況についての群別にカテゴリ一度数の割合で
ある。男女とも，明確群が不明確群に比べて，実際に運動部やスポーツ教室に入り積極的に日
頃活動している者の割合が高い傾向にあり，不明確群では男女とも約27%の者が全く日頃運動
をしておらず， 日頃の運
動実践に明らかに差が認
められた口
スポーツの腕前では，
明確群と不明確群では男
女とも学生時代のスポー
ツの腕前では差がなく，
学生時代のスポーツの腕
前はあまり関係ないと推
測された口
しかし，現在の腕前で
は男性で有意な差が認め
られ，明確群では現在ス
ポーツの腕前はあると思っ
ている者が多い傾向にあっ
fこO
これらのことより，現
在，健康や体力に自信が
あること，運動を常に実
践していることが，続的
参加の要因のーっと推測
されるD
参加明確群
(R P群)
参加不明確群
(UP群)
E 
10 20 30 4050 60 70 80 90100(%) 
マT?喜子 1ijlllllllllllllllllllllllllllllllllllll量 E 
参加不明確群
(UP群)
10 20 30 4Q 50 60 70 80 90 1ÙOe~) 
111 :運動部(スポー ツ教室やサー クル)に入って活動している
童:運動部には所属していないが，競技や各種の体育・スポー
ツ行事にはできるだけ積極的に参加するようにしている
口:運動の仕方を自分で自由に工夫して，できるだけ運動する
ように心強}けている
....マラソンの績習や大会に参加する以外は，特に意識して運
動することはあまりない
.:ほとんど何もしていない 特 :Pく0.01
図4.マラソン大会以外の運動状況についての参加意思群別の
カテゴリ一度数の寄}合
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3. 2 ジョギングの実施に関する要因及びマラソン大会参加に関する要因について
表3は，ジョギングの実施に関する要因及びマラソン大会参加に関する要因の各質問項目の
群別カテゴリ一度数の差異の検定結果であるO
表3.各質問項目における参加慮思群別カテゴリ一度数の差異の検定結果
要因 NO.項目名 男性
ジョギン 17.ジョギングを始めた理由 136.65柿
グの実施 laジョギングで得たもの 82.白鞘
に関する 19.ジョギングに対する魅力 142.39帥
要因 ぬジョギングに関する知観 124.抑*
2L練習類度 13.関判
2. 1回当たりの練習時間 お.2'2*事
23.槙習時間帯 19.07柑
24.ランニング仲間 32.50柑
マラソン 25.錬習場所 2.印
大会参加 お.種目 41.54柑
に関する 幻.第15回大会参加の有無 81.白柑
要因 28.第14回大会参加の有無 臼.お柑
29.第13園大会参加の有無 5.邸判
30.第12回大会参加の有無 49.錦特
3L第11回大会参加の有無 39.17柑
32. 1年間の大会参加回数 168.印判
33.他県でのレー ス参力献況 臼.12**
345. 参参加加理の由きっかけ 119.05斡170.52柑
36.周囲の理解 l∞.74柑
注)値はχz憶を表す，制:P<O.Ol
ジョギング実施に関する要因では，男女 [男性)x 2=136.65** 
とも全ての項目において明確群と不明確群 参加明糊 11匡量(RP群
の聞に統計的に有意な差が認められた口
図5はジョギングをする理由 r何があ
参加不明確群
(V P群)
なたを走らせますかJに対する群別のカテ 法性)X 2:4:2.問料
女性
42.08柿
泊.位制
担.関車*
44.64柑
日.50帥
20.10制
5.75 
21.1柑
4.羽
24.白斡
40.22判
お.45事
21.36柑
2.却特
13.41柿
日.必柑
お.却材
52.96柑
47.31糊
48.16綿
lOO(却
ゴリ一度数の割合である。ジョギングをす釧明附信量 ト圃膨奪還"'1
(H pnf) lilE言三三3 ，______ ---'"二二周圃E 徹酪祖2J
る理由として，男女とも明確群では， r生き 」一一 一一・ 戸 らーi
参加不明確群屋三雪 下 田額縁惑星 | がいJ.r体力の維持・増進J，r成績・記録 (UP群) 匡言 ~.務総瀦 | 
など可能性の追求・自己実現」及び「走る 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100は)
ことによる満足感や生きている感じを求め
てJに不明確群より高い割合を示した。
111 :生き甲斐，雲:成績・記騒などの可能性の追求・自己実現
口:体力の維持・増進 F:~~ :友人の存在，圃:満足啓や生きて
いる感じを求めて，務:ストレス鞘背，襲警:生活や仕事に揺り
合いをもたせるため，爵:成人病などの病気 mu:その他
主性では， m~i (その他)に罷(成人病などの病気)を含めた，
一方，不明確群では「友人の存在」及び 帥 :rく0.01
- 図5.ジョギングを始めた理由についての参加意型車問。のカテゴリー
「その他jーに明確群より高い割合を不し， 度数の寄恰
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走る理由に主体性がなく，このことが継続的参加を不明確にしていると推定された口
図6はジョギングで得たものに対する群別のカテゴリ一度数の割合である。ジョギングで得
たものは，男女とも体力の維持・増進が約60%を占めているが，明確群は不明確群より「生き
甲斐」と「自信を得た」と答えた者の割合が高く.rその他」が低い傾向にあった。
また，明確群は「年をとって走れることはすばらしいと思うか」という質問に「走れること
はすばらしいjと「思う・非常に思う」が男女とも97.1%であるのに対し，不明確群では男子
80.6%.女子93.3%と両群聞に
〉 」??????
?
?』 ?
?
? ?
? ??
?????????????、??????????
?????????????
? ?
?ー
???
?
?
?
?
????????
????
?
? ???????
?? ?? ?? ?
?
，?? ??
?
? ? ?
???
?
，??
? ， ?
?
? 、っ
?
????
?????? ????
?????
〔男性)χZ=白.白帥
参加明確群
(RP群)
??
?????
???
? ? ? ? ? ?
?? ??? ?
?
参力闘=明確群
(U P群)
102030 405060 7D 80 90 100G~) 
?? … ??????〔
illlll協 l
j..物置参加不明確群(UP群)
10 20 30 40 50 60 70 30 90 1 ÙOe~) 
111 :生き甲斐，雲:健康・体力，口:成績・誠など自己実現
gg~ :生活に張り合い， ~第:友人…:自信. .:その{也事事:P<O.Ol
図6.ジョギングで得たものについての参加措思群別のカテゴ1)_
度数の割合
望ましい循環が継続的大会参加に関係していると推測される O
マラソン大会参加に関する要因では，男女の25:練習場所及び女子の23:練習時間帯を除く
全ての項目において，統計的に有意な差異が認められた口
図7は男女別の両群の大会前の練習頻度の各カテゴリ一度数の占める割合である O 明確群で
は不明確群に比較して. r週 1~2 回以上練習 Lている者J の割合が高く，男子では約75% ，
女子で65%を占め，参加不明確群の約45%とは差が認められた。又， rほとんど練習しなかっ
た者jの割合は，明確群で男子約13%，女子約16%であったが，不明確群では男子約42%，女
子約39%と差が認められた。
また，参加明確群は，一回の練習時間もの長い者の割合が高い傾向にあり，大会参加種目も
長いなど川練習内容に差が認められた。
練習するから大会に参加するのか，大会に参加するから練習するのか明らかではないが，練
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習をすること，練習時間も長いことなど走
ることの実践量が多いことが継続的参加の
大きな要因であると推測される。
図8は 1年間の大会参加回数について
の群別にカテゴリ一度数の割合である口明
確群では不明確群に比較して，他の大会に
参加していない者が多く 1年間に 3回以
上参加しているものは男子37%，女子26%
で，不明確群の男子7.6%，女子1.9%に比べ
両群聞に大きな差が認められた。
また，参加明確群では不明確群に比較し
て過去5年聞の大会参加率も高く，過去に
も積極的に大会に参加してきた者の割合が
高いと推測される口
図9は，マラソン大会参加のきっかけに
ついての群別にカテゴリ一度数の割合であ
るO
大会参加のきっかけとして，男女とも明
確群では不明確群に比較して「走れるすば
らしさを求めてJ，I新聞・テレビの報道J，
「実際走っているのを見てJと答える者の割
合が高く，不明確群では「人の話Jや「そ
の他Jと答える者の割合が高い傾向にあっ
fニO
図10は，マラソン大会参加の理由につい
ての群別にカテゴリ一度数の割合である O
大会参加の理由として，男子の明確群に
おいて，健康の維持・増進と解答する者が
4割程度見られ，次いで「走ることに喜び
を求めて」といった解答に比較的高い割合
が認められた口参加不明確群では明確群に
比較して「その他jの項目に高い割合を示
し，参加理由が個人個人によって異なるこ
とや特定な理由なしに参加している傾向が
〔男性Jx z=l3.93帥
守哲物T暫?喜野?lI11川11川1州1目1川111111111:，:) u}"":i!I__ 
劫尼EF堺智 l州1111川州目M111昨 ・
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%) 
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図7.樺習調度についての参加措思群別のカテゴリー度数の寄治
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図8. 1年間の大会参加回数についての参加措思群別のカテゴリー
度数の寄}合
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図9.マラソン大会参加のきっかけについての参出慮思群別の
カテゴリ一度数の害恰
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大衆マラソンの継続的参加に影響する要因の検討
窺えた。
女性では，明確群及び不明確群において
「健康や体力の維持・増進Jと解答する割
合が，両群とも28.5%，26.4 %と最も高い
割合であるが，明確群では男子と同様，不
明確群に比較して「走ることに喜び・生き
ている感じを求めて」に比較的高い割合が
認められ，不明確群では「その他」の項目
に高い割合を示した。
このことから，男女とも明確群が不明確
群より，走るきっかけは主体的で，大会参
加も「走ることの喜び，生きている感じを
求めてJ参加していることが窺え，走るこ
〔男性Jx 2"'170.52柑
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参加不明確群
(UP群}
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11い健康や体力の維持・埴阜霊:人と鰻争するため，
口:走ることの喜び・生きている感じを求めてJ Hm:仕事や
生活に張り合いを持たせるため，議:人と人とのふれあいを
求めて走れることを喜びあうあ繋りとして..:その他
榊 :P<O.Ol
図10.マラソン大会参加盟由についての参力E目撃思群別のカテゴリー
度数のiJI.拾
とそのことを自分自身が楽しんでいる者が多いと推測された。
この，走ることの喜び・楽Lさ(走ることができることの感謝の喜び，走って気持ちがよい
喜び，走ると生きている感じがする喜び，走ることによって体力の向上を自覚した喜び・楽し
さ，進んで課題を持ち解決する喜び・楽しさ，課題解決による自信が出てきた喜びなど)が継
続的大会参加の大きな要因と推測される O
4. まとめ
以上の結果から，男女とも継続的な参加意志のある者は，練習頻度や練習時聞が多く，走れ
ることは素晴らしいと思い，大会参加も含めて走ること自体に喜びと楽しみを感じ，走ること
に関する知識も高く，走ることに対して積極的・主体的で，大会参加の意義を確立している者
が多いと推測された。
一方，継続的な参加意志が不明確な者では，日頃の練習や運動を行っていない者が多く， 人
の話や誘われて参加を決定しているなどの実情が窺え，走ることに対して主体性を欠いている
傾向が認められた。
このように，走ることに対する意義，価値観から生まれる積極的・主体的姿勢が継続的参加
の大きな要因であると推測された口
今後は，継続的な参加意志が不明確な者に対しては，ジョギング教室の開催といった走るこ
との喜びと楽しみを持たせるような施策が必要と思われるO 特に，体力にあった運動処方で，
走ること気持ちが良い，楽しい，また，気持ちよく楽しんでいるうちに，身体がどんどん変わっ
て来ることを自覚させることによって，分かつて走れる楽しさ，課題を持って走る楽しさがわ
かれば，走ることに主体的，積極的になって，継続的に参加する者が多くなると思われる O
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